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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年12月期第３四半期 281,008 6.1 8,246 △8.6 11,056 1.7 7,719 6.2

2025年12月期第３四半期 264,736 9.8 9,020 △28.8 10,869 △29.1 7,268 △11.5

（注）包括利益 2026年12月期第３四半期 8,582百万円（48.5％） 2025年12月期第３四半期 5,779百万円（△44.9％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年12月期第３四半期 124.96 －

2025年12月期第３四半期 114.18 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年12月期第３四半期 372,995 258,218 69.0

2025年12月期 394,129 278,532 70.5

（参考）自己資本 2026年12月期第３四半期 257,514百万円 2025年12月期 277,904百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年12月期 － 45.00 － 50.00 95.00

2026年12月期 － 45.00 －

2026年12月期（予想） 50.00 95.00

１．2026年12月期第３四半期の連結業績（2026年１月１日～2026年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 390,000 7.9 12,000 37.4 14,000 20.2 9,000 78.7 143.52

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年12月期３Ｑ 68,468,569株 2025年12月期 68,468,569株

②  期末自己株式数 2026年12月期３Ｑ 9,021,516株 2025年12月期 4,807,117株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年12月期３Ｑ 61,770,717株 2025年12月期３Ｑ 63,663,319株

３．2026年12月期の連結業績予想（2026年１月１日～2026年12月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料３ページ「１.経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する

説明」をご覧ください。
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セグメント

売上高 営業利益

前第３四半期

連結累計期間

当第３四半期

連結累計期間

対前年同期

増減額

対前年同期

増減率(％)

前第３四半期

連結累計期間

当第３四半期

連結累計期間

対前年同期

増減額

対前年同期

増減率(％)

健康・食品事業 36,936 35,728 △1,207 △3.3 △327 △829 △501 －

乳業事業 50,287 50,661 373 0.7 △4,682 △5,030 △347 －

栄養菓子事業 44,266 44,555 289 0.7 2,275 1,088 △1,186 △52.2

食品原料事業 9,926 9,766 △160 △1.6 1,671 1,853 182 10.9

国内その他事業 58,503 58,667 163 0.3 841 521 △320 △38.0

海外事業 64,815 81,628 16,813 25.9 7,232 10,527 3,294 45.5

調整 － － － － 2,010 116 △1,894 △94.2

合計 264,736 281,008 16,272 6.1 9,020 8,246 △774 △8.6

１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間（2026年１月１日～2026年９月30日）における我が国経済は、雇用・所得環境が改

善するなか、各種政策の効果もあり緩やかな回復基調で推移いたしました。一方、中東情勢や自然災害、金融資

本市場の変動の影響等には留意する必要があり、依然として先行き不透明な状況が続いております。

このような状況の中で、当社グループは、存在意義（パーパス）である「すこやかな毎日、ゆたかな人生」の

実現のために価値創造を強化し、①健康価値の提供・お客様起点のバリューチェーンの構築、②５つの注力領域

（発育・栄養の最適化、成長の支援、運動能力の強化、脳機能の向上、ヘルシーエイジング）への研究投資の集

中、③海外事業の拡大に向けて取り組みました。

その結果、売上面では、健康・食品事業で前年同期を下回りましたが、乳業事業、海外事業等で前年同期を上

回ったため、当第３四半期連結累計期間の売上高は281,008百万円となり、前年同期（264,736百万円）に比べ

6.1％の増収となりました。

利益面では、売上原価率は前年同期に比べ0.3ポイント上昇しましたが、海外事業における中国での増収等に

より、売上総利益は前年同期に比べ5,275百万円の増益となりました。一方、販売促進費、給料及び手当等の増

加により、販売費及び一般管理費は前年同期に比べ6,049百万円の増加となりました。

その結果、営業利益は8,246百万円となり、前年同期（9,020百万円）に比べ774百万円の減益となりました。

経常利益は、為替差益等により11,056百万円となり、前年同期（10,869百万円）に比べ187百万円の増益となり

ました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は7,719百万円となり、前年同期（7,268百万円）に比べ450

百万円の増益となりました。

セグメント別の経営成績は、以下のとおりであります。

（単位：百万円、％）

（注）調整の内容は、セグメント間取引消去・その他調整額及び各報告セグメントに配分していない全社費用等で

あります。全社費用等は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

＜健康・食品事業＞

売上面では、“アーモンド効果”等は前年同期を上回りましたが、“パピコ”等が前年同期を下回りました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は35,728百万円となり、前年同期（36,936百万円）に比べ3.3％

の減収となりました。

利益面では、売上原価率の上昇等により、営業損失は829百万円となり、前年同期（営業損失327百万円）に比

べ501百万円の減益となりました。

＜乳業事業＞

売上面では、“BifiXヨーグルト”“パナップ”等は前年同期を下回りましたが、“牧場しぼり”“セブンテ

ィーンアイス”等が前年同期を上回りました。その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は50,661百万円と

なり、前年同期（50,287百万円）に比べ0.7％の増収となりました。

利益面では、販売促進費及び広告費の増加等により、営業損失は5,030百万円となり、前年同期（営業損失

4,682百万円）に比べ347百万円の減益となりました。
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＜栄養菓子事業＞

売上面では、“神戸ローストショコラ”等は前年同期を下回りましたが、“カプリコ”“ポッキー”等が前年

同期を上回りました。その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は44,555百万円となり、前年同期（44,266

百万円）に比べ0.7％の増収となりました。

利益面では、売上原価率の上昇等により、営業利益は1,088百万円となり、前年同期（2,275百万円）に比べ

1,186百万円の減益となりました。

＜食品原料事業＞

売上面では、「澱粉」、「ファインケミカル」等が前年同期を下回りました。その結果、当第３四半期連結累

計期間の売上高は9,766百万円となり、前年同期（9,926百万円）に比べ1.6％の減収となりました。

利益面では、売上原価率の低下等により、営業利益は1,853百万円となり、前年同期（1,671百万円）に比べ

182百万円の増益となりました。

＜国内その他事業＞

売上面では、卸売販売子会社及び株式会社Greenspoon等の売上高が前年同期を上回りました。その結果、当第

３四半期連結累計期間の売上高は58,667百万円となり、前年同期（58,503百万円）に比べ0.3％の増収となりま

した。

利益面では、売上原価率の上昇等により、営業利益は521百万円となり、前年同期（841百万円）に比べ320百

万円の減益となりました。

＜海外事業＞

売上面では、地域別において、中国等で前年同期を上回りました。その結果、当第３四半期連結累計期間の売

上高は81,628百万円となり、前年同期（64,815百万円）に比べ25.9％の増収となりました。

利益面では、増収に伴う売上総利益の増加等により、営業利益は10,527百万円となり、前年同期（7,232百万

円）に比べ3,294百万円の増益となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

資産

当第３四半期連結会計期間末の総資産は372,995百万円となり、前連結会計年度末に比べ21,133百万円減少し

ました。流動資産は161,112百万円となり、19,275百万円減少しました。主な要因は、現金及び預金、受取手形

及び売掛金の減少等によるものであります。固定資産は211,883百万円となり、1,857百万円減少しました。主な

要因は、投資有価証券等は増加しましたが、ソフトウエア、機械装置及び運搬具等が減少したことによるもので

あります。

負債

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は114,777百万円となり、前連結会計年度末に比べ820百万円減少しま

した。主な要因は、短期借入金等は増加しましたが、支払手形及び買掛金、未払費用等が減少したことによるも

のであります。

純資産

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は258,218百万円となり、前連結会計年度末に比べ20,313百万円減

少しました。主な要因は、自己株式の増加等によるものであります。この結果、自己資本比率は69.0％（前連結

会計年度末比1.5ポイント低下）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2026年８月５日公表の予想数値から変更はありません。
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2026年２月13日開催の取締役会決議に基づき、当第３四半期連結累計期間において自己株式4,210,300

株を取得しております。当該自己株式の取得等により、自己株式が22,933百万円増加し、当第３四半期連結会計期

間末において自己株式が36,536百万円となっております。

前第３四半期連結累計期間
（自  2025年１月１日

至  2025年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2026年１月１日

至  2026年９月30日）

減価償却費 14,557百万円 14,404百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

※のれんの償却額については重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結損

益及び包括利

益計算書計上

額(注)２

健康・
食品
事業

乳業
事業

栄養
菓子
事業

食品
原料
事業

国内
その他
事業

海外
事業

計

売上高

顧客との契約から生

じる収益
36,936 50,287 44,266 9,926 58,503 64,815 264,736 － 264,736

その他の収益 － － － － － － － － －

外部顧客への売上高 36,936 50,287 44,266 9,926 58,503 64,815 264,736 － 264,736

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － 230 5,932 － 6,163 △6,163 －

計 36,936 50,287 44,266 10,156 64,436 64,815 270,899 △6,163 264,736

セグメント利益又は損

失(△)
△327 △4,682 2,275 1,671 841 7,232 7,010 2,010 9,020

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自2025年１月１日 至2025年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額2,010百万円には、セグメント間取引消去・その他調整額1,374百万

円、各報告セグメントに配分していない全社費用等635百万円が含まれております。全社費用等は、主に

報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行って

おります。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結損

益及び包括利

益計算書計上

額(注)２

健康・
食品
事業

乳業
事業

栄養
菓子
事業

食品
原料
事業

国内
その他
事業

海外
事業

計

売上高

顧客との契約から生

じる収益
35,728 50,661 44,555 9,766 58,667 81,628 281,008 － 281,008

その他の収益 － － － － － － － － －

外部顧客への売上高 35,728 50,661 44,555 9,766 58,667 81,628 281,008 － 281,008

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － 215 5,331 － 5,547 △5,547 －

計 35,728 50,661 44,555 9,981 63,999 81,628 286,556 △5,547 281,008

セグメント利益又は損

失(△)
△829 △5,030 1,088 1,853 521 10,527 8,130 116 8,246

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自2026年１月１日 至2026年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額116百万円には、セグメント間取引消去・その他調整額1,875百万

円、各報告セグメントに配分していない全社費用等△1,758百万円が含まれております。全社費用等は、

主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行って

おります。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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25/12期 26/12期 前年同期比

（1月-9月） （1月-9月） 金額 増減率(％)

売上高 264,736 281,008 16,272 6.1

営業利益 9,020 8,246 △774 △8.6

経常利益 10,869 11,056 187 1.7

当期純利益 7,268 7,719 450 6.2

25/12期 26/12期

（1月-9月） 売上比(％) （1月-9月） 売上比(％)

売上高 264,736 100.0 281,008 100.0

売上原価 164,867 62.3 175,864 62.6

売上総利益 99,868 37.7 105,144 37.4

運賃保管料 22,324 8.4 22,083 7.9

販売促進費 9,461 3.6 11,664 4.2

広告費 10,959 4.1 11,100 4.0

人件費・厚生費 26,871 10.2 28,389 10.1

経費・償却費 21,231 8.0 23,658 8.4

販売費及び一般管理費 90,847 34.3 96,897 34.5

営業利益 9,020 3.4 8,246 2.9

営業利益の増減要因
対25/12期（1月-9月）

内 国内

①売上高増減による増減益 7,041 △214

②原材料価格変動による増減益 △6,455 △4,841

③原価のその他変動による増減益＊ 3,315 1,304

④運賃保管料比率変動による増減益 1,613 751

⑤販売促進費・広告費増減による増減益 △2,344 747

⑥一般管理費増減による増減益 △3,945 △1,816

合 計 △774 △4,068

25/12期 26/12期 前年同期比

（1月-9月） （1月-9月） 金額 増減率(％)

健康・食品事業

健康 11,202 12,260 1,058 9.4

アイスクリーム 16,548 14,853 △1,695 △10.2

その他 9,185 8,614 △570 △6.2

計 36,936 35,728 △1,207 △3.3

乳業事業

発酵乳 6,570 5,857 △712 △10.8

アイスクリーム 24,421 25,151 729 3.0

その他 19,295 19,652 357 1.9

計 50,287 50,661 373 0.7

栄養菓子事業

チョコレート 23,289 23,433 143 0.6

ビスケット 17,228 17,467 239 1.4

その他 3,748 3,654 △93 △2.5

計 44,266 44,555 289 0.7

食品原料事業 9,926 9,766 △160 △1.6

国内その他事業 58,503 58,667 163 0.3

海外事業 64,815 81,628 16,813 25.9

合 計 264,736 281,008 16,272 6.1

決算短信補足説明資料
-26年12月期 第３四半期決算-

連結経営成績 （百万円未満、百万元未満、百万米ドル未満は切り捨て）

(1)売上高・利益の概況                                                               単位：百万円

(2)営業利益の状況                                                                   単位：百万円

＊販売品種構成の変化等の増減益を含む

(3)セグメント別売上高の状況                                                                   単位：百万円
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25/12期 26/12期 前年同期比

（1月-9月） （1月-9月） 金額 増減率(％)

健康・食品事業 △327 △829 △501 －

乳業事業 △4,682 △5,030 △347 －

栄養菓子事業 2,275 1,088 △1,186 △52.2

食品原料事業 1,671 1,853 182 10.9

国内その他事業 841 521 △320 △38.0

海外事業 7,232 10,527 3,294 45.5

調整 2,010 116 △1,894 △94.2

合 計 9,020 8,246 △774 △8.6

25/12期 26/12期 前年同期比

（1月-9月） （1月-9月） 金額 増減率(％)

売上高 1,624 2,135 511 31.5

営業利益 256 413 157 61.3

25/12期 26/12期 前年同期比

（1月-9月） （1月-9月） 金額 増減率(％)

売上高 97 102 4 5.0

営業利益 △1 △3 △1 －

25/12期 26/12期 前年同期比

（1月-9月） （1月-9月） 金額 増減率(％)

売上高 78 67 △10 △12.9

営業利益 17 13 △3 △19.7

(4)セグメント別営業利益の状況                                                       単位：百万円

(5)海外事業－地域別の売上高、営業利益

＊以下の数値については、管理会計上の数値であり連結財務諸表数値とは異なります。
  また、地域区分についても連結財務諸表とは異なります。

◆中国                                                                              単位：百万元

◆ASEAN                                                                         単位：百万米ドル

※25/12期(1-9月)の実績は、26/12期(1-9月)の平均レートで置き換えています。

◆米国                                                                          単位：百万米ドル

※米国については、連結ベースの数字です。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年11月６日

江崎グリコ株式会社

取締役会 御中

EY新日本有限責任監査法人

大 阪 事 務 所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 美和 一馬

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 飛田 貴史

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている江崎グリコ株式会社の2026年１月１日から2026年12月

31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2026年７月１日から2026年９月30日まで）及び第３四半期連結累計

期間（2026年１月１日から2026年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期

連結損益及び包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用され

る規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度

の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期財

務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていない

と信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合

は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四

半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明するこ

とが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況

により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準

第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないか

どうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の

結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上
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